
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

　

実
施
日
▼
７
月
５
日
㈭
午
前
10
時
頃

（
状
況
に
よ
り
中
止
も
あ
り
）

　

放
送
内
容
▼
訓
練
で
す

　
（
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

　
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
。
只
今
か

ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

【（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
）
緊
急
地

震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地
震
で
す
。こ

れ
は
訓
練
放
送
で
す
。】
×
３
回

　

こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
。
こ
れ
で

訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

　
（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）」

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

春
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

教
育
委
員
会
第
７
回
定
例
会
の

お
知
ら
せ

　

と
き
▼
７
月
25
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
会
議
室
401

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
８
月
23
日

㈭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

第
１
回
い
じ
め
防
止
連
絡
協
議
会

公
開
の
お
知
ら
せ

　

と
き
▼
７
月
10
日
㈫
午
後
１
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
会
議
室
305

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
嘱
託
支
援
員

（
放
課
後
児
童
支
援
員
）を
募
集
し
ま
す

　

募
集
人
員
▼
若
干
名

　

申
込
資
格
▼
昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

　

試
験
方
法
▼
作
文
お
よ
び
面
接

　

試
験
日
▼
随
時
相
談

　

申
込
み
▼
履
歴
書
お
よ
び
資
格
証
の
写

し
（
見
込
証
明
書
な
ど
の
原
本
）
ま
た
は

卒
業
証
明
書
（
見
込
み
証
明
書
な
ど
の
原

本
）
を
直
接
、
保
育
課
へ
。

※
資
格
要
件
や
採
用
後
の
勤
務
条
件
な
ど

詳
し
く
は
、
保
育
課
で
配
布
す
る
募
集
案

内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
保
育
課

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
夏
休
み
保
育

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

勤
務
場
所
▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
市

内
各
小
学
校
敷
地
内
）

　

勤
務
日
▼
７
月
中
旬
～
８
月
末
日
の
月

～
土
曜
日
（
週
３
～
５
日
程
度
）

　

勤
務
時
間
▼
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７

時
（
１
日
５
～
８
時
間
の
シ
フ
ト
制
）

　

募
集
人
員
▼
30
人
程
度

　

申
込
資
格
▼
18
～
65
歳
※
高
校
生
不
可

　

申
込
み
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
直

接
、
保
育
課
へ
。

　

詳
し
く
は
詩
保
育
課

　

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
８（
夏
）

実
施
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
に
向
け
た
き
っ

か
け
づ
く
り
の
た
め
、
毎
年
夏
と
冬
の
年

２
回
、
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
生
活
を
一
日
実
践
す
る
こ
と

を
と
お
し
て
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

市
で
は
、環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、夏

休
み
を
利
用
し
て
、
こ
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ

Ａ
Ｙ
に
、
市
内
11
校
す
べ
て
の
小
・
中
学

校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
の
夏
休

み
に
参
加
し
た
人
数
お
よ
び
二
酸
化
炭
素

の
削
減
量
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
夏

休
み
、
家
庭
で
も
子
ど
も
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　　　　　　　　　　　　　　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

　

次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章
　
経
済
産
業
行
政
事
務
功
労

（
元
特
許
庁
審
査
業
務
部
出
願
支
援
課
長
）

瑞
宝
双
光
章
　�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労

　
　
　
　
　
　
教
育
功
労

（
元（
一
財
）埼
玉
陸
上
競
技
協
会
副
会
長
）

（
元
公
立
高
等
学
校
教
諭
）

瑞
宝
双
光
章
　
消
防
功
労

　
　（
元
桶
川
市
消
防
団
団
長
）

瑞
宝
単
光
章
　
専
門
工
事
業
務
功
労

　
　（
現
　K

ouK
en

㈱
社
長
）

詳
し
く
は
詩
秘
書
広
報
課
・
安
心
安
全
課

学
校
給
食
運
営
委
員
会
「
物
資
選
定

部
会
」
お
よ
び
学
校
給
食
運
営
委
員

会
の
公
開
の
お
知
ら
せ

【
第
１
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会「
物
資
選

定
部
会
」】

　

と
き
▼
７
月
３
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

【
第
１
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
】

　

と
き
▼
７
月
25
日
㈬
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
桶
川
市
学
校
給
食
運
営
委

員
会
事
務
局
（
学
校
支
援
課
）

門平輝彦さん

野本治重さん百生敏浩さん

道祖土正喜さん

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

次
の
方
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

桶
川
百
店
会　

様

　

ラ
イ
ン
カ
ー　

２
台

　

詳
し
く
は
詩

教
育
総
務
課

「
桶
川
市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基

金
」
へ
の
寄
附
に
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

　

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桶
川
市
倫
理
法
人
会　

様　

※
市
で
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
「
桶
川

市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
子
ど
も
未
来
課

今月の納期
固定資産税・都市計画税

【第２期】
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第１期】
納期限…７月31日
納付は期限内に！

市内小・中学校の取組み結果
（平成29年夏）

※�ブナの木１本が１日あたりに吸収できる二酸化炭素の量
は約30gです。市内小・中学校11校で、ブナの木約34
万本が吸収する二酸化炭素量を削減できました。

小学校
（７校）

中学校
（４校） 合計

人　数
（人） 6,032 1,916 7,948

削減量
（㎏） 6,881 3,321 10,202

　281年目となる桶川祇園祭（桶川祇園祭祭典委員会主催）は７月15日㈰・
16日（月・祝）の両日、午後３時～９時、中山道を歩行者天国にして行われます。
　本年度は相生祭典保存会を年番として執り行います。
　このため、午後３時～９時まで（一部区間は午後５時まで）全面車両通
行止めとなります。また、これに伴い、東口のバス停は全て西口への迂回
となります。
　自転車でお越しの皆さんは、図の①～④の駐輪場を利用してください。
　また、中山道の駅前交差点や、その周辺は大変混み合いますのでご注意
ください。

桶
お け

川
が わ

祇
ぎ

園
お ん

祭
まつり

 ～神輿の渡御と山車の巡行～ 　  =歩行者天国 午後３時～９時
※桶川駅東側バス停は利用できません

桶川駅

郵便局〒

市民ホール市民ホール

東口

午後3時～9時
歩行者天国
午後3時～9時
歩行者天国↓

歩行者天国
午後3時～5時
歩行者天国
午後3時～5時

↑

中
桶

マインマイン

酒店
銀行 本部

★

★

行
銀
行
銀

り
通
見
士
富

橋
陸
な
ば
に
べ口

西

★

●

★

GS
本北至号71道国尾上至

中山道

★

★★

② ①
④④

③③

駐輪場 ①桶川小学校校庭　②ことぶき広場（旧南小）
③稲荷神社　④駅前子育て支援センター

市
役
所
★

規制図

桶
川
市
長
職
務
代
理
者
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
152
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
平
成
30
年
６
月
５
日

か
ら
当
分
の
間
、
副
市
長
が
市
長
の

職
務
を
代
理
し
ま
す
。

呼
称　

桶
川
市
長
職
務
代
理
者　

　
　
　

桶
川
市
副
市
長　

松
本
幸
司

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
詳しくは至産業観光課

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
７月

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
文
芸
桶
川
」第
39
号
の
原
稿
を
募
集

し
ま
す　

　

募
集
部
門
▼

第
１
部
…
小
説
・
童
話
・
戯
曲

第
２
部
…
随
筆
・
紀
行
・
評
論

第
３
部
…
詩

第
４
部
…
短
歌

第
５
部
…
俳
句
・
川
柳
・
連
句

第
６
部
…
表
紙
絵
・
扉
絵
・
カ
ッ
ト

　

募
集
要
件
▼
商
業
誌
な
ど
で
発
表
し
た

も
の
は
除
く
。
※
１
人
１
部
門
。
第
１
部

～
第
５
部
と
第
６
部
の
重
複
は
可

　

応
募
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

市
内
の
文
芸
サ
ー
ク
ル
に
所
属
の
16
歳
以

上
の
人

　

応
募
料
▼
400
円
（「
文
芸
桶
川
」
第
39
号

を
刊
行
後
に
１
部
贈
呈
）

　

提
出
原
稿
▼
１
部
と
２
部
に
つ
い
て
は
、

原
則
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
、
Ｃ
Ｄ
ま
た
は

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
と
印
字
し
た
原
稿

１
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
メ
ー
ル

に
添
付
し
て
提
出
も
可
（
た
だ
し
、
応
募

料
は
直
接
ま
た
は
現
金
書
留
で
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。）

花
火
を
楽
し
む
た
め
の
注
意
事
項

　

夏
季
を
迎
え
る
こ
の
時
季
、
花
火
遊
び

を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
花
火
遊

び
を
す
る
時
は
、次
の
事
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
は
、花

火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
風
の
強
い
日
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
必
ず
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
火
気
の
使
用
は
、
大

人
が
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

　

提
出
し
た
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
が
、

Ｃ
Ｄ
・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
は
原
稿
デ
ー

タ
を
受
領
後
に
返
却
し
ま
す
。

　

申
込
み
▼
９
月
11
日
㈫
ま
で
に
生
涯
学

習
文
化
財
課
へ
。
詳
し
く
は
「
作
品
募
集

要
項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
と

指
定
原
稿
用
紙
は
、
生
涯
学
習
文
化
財
課
、

駅
西
口
図
書
館
、
桶
川
公
民
館
、
東
公
民

館
、
加
納
公
民
館
、
川
田
谷
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
▼
発
行
は
平
成
31
年
３
月
予
定

（
頒
布
予
定
価
格
は
一
冊
800
円
）

※
「
文
芸
桶
川
」
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
好

評
発
売
中
（
頒
布
価
格
は
一
冊
800
円
）

　

詳
し
く
は
詩
生
涯
学
習
文
化
財
課

｢埼玉県市町村職員採用合同説明会｣ を
開催します
　市町村ごとに設置するブースでは、市町村の特色や職員
の募集状況、勤務条件などについて、直接人事担当者から
話を聞くことができます。
　本市もブースを設置しますので、気軽にお立ち寄りくだ
さい。
とき▶７月５日㈭午後１時～６時（入場は５時まで）
ところ▶さいたまスーパーアリーナ
問合せ至彩の国さいたま人づくり広域連合
　　　　人材開発部　市町村職員担当☎664－6681

受験資格

採用年月日 平成31年４月１日
筆記試験日 ９月16日㈰

職種募集人数

①事務職【一般】
②事務職【一般】（身体障害者対象）
③事務職【埋蔵文化財発掘調査に従事する者】

合計10人

④保育士職� � 　　５人

申込期間
郵送：７月30日㈪～８月５日㈰《消印有効》
持参：８月６日㈪～13日㈪
　　　午前８時30分～午後５時15分（土曜、日曜を除く）� �

【共通】・学校教育法による大学、短期大学もしくは高等学校を卒業または卒業見込みの人
　　　・日本国籍を有する人（保育士職を除く）

①事務職【一般】 大学、短大卒：平成５年４月２日以降に生まれた人
高校卒：平成７年４月２日以降に生まれた人� � �

②事務職【一般】
　（身体障害者）

昭和53年４月２日以降に生まれた人で、次の要件を満たす人
・身体障害者手帳の交付を受けている人
・自力で通勤ができ、介護者がいなくても職務遂行が可能な人

③�事務職【埋蔵文化
財発掘調査に従事
する者】

昭和58年４月２日以降に生まれた人で、以下の要件を全て満たす人
・大学または大学院において、考古学または歴史学に関する専門課程を履修または卒業（修了）した人
・学芸員資格を有している人（平成31年３月31日までに取得予定を含む）
※詳細は市の受験案内または市ホームページを確認してください。

④保育士職
保育士資格を有する人（平成31年３月31日までに取得予定を含む）
大学卒：平成３年４月２日以降に生まれた人
短大、高校卒：平成５年４月２日以降に生まれた人�� �

　市職員を募集します　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは至職員課

　児童手当は、中学校卒業まで（15歳の誕生日後の３月31日まで）の児童を養育している人に支給す
る手当です。出生や転入などにより、受給資格が生じた場合、支給を受けるには、認定請求の手続き
が必要です。なお、現在支給を受けている人は、「現況届」の提出が必要です。
　
　申請方法▼
　子ども未来課で直接手続きしてください。
※�出生や転入などにより受給資格が生じた場合、15日以内に認定請求すれば、出生や転入などの日の
属する月の翌月分から支給されます。それ以降に認定請求した場合には、認定請求した月の翌月分
からの支給となりますので、注意してください。
※公務員は、勤務先に申請してください。
　請求時に必要なもの▼
⃝生計中心者の健康保険証
⃝生計中心者の振込先がわかるもの
⃝印鑑（認印）
⃝個人番号カードまたは通知カード
　�（通知カードの場合は、運転免許証など身
元を確認できるものが必要となります。）
※児童が属する世帯全員の住民票
　�（児童が他の市区町村に住民登録がある
場合のみ）
※その他の書類が必要な場合もあります。
　所得制限について▼
　生計中心者の所得が所得制限限度額以上
の場合、手当の額は児童の年齢などに関わら
ず、児童１人当たり月額５千円となります。
　支給の時期▼
　原則として、毎年２月、６月、10月に、そ
れぞれの前月分までが支払われます。

児童手当・特例給付現況届の提出はお済みですか？

　児童手当を受けている人は、毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。現況届を提出し
ないと、６月分以降の支給が受けられなくなります。
　支給対象者には、すでに書類（返信用封筒同封）をお送りしています。まだ提出していない人は、早
急に郵送で提出してください。

詳しくは至子ども未来課

所得制限未満 所得制限以上
3歳未満 15,000円

5,000円3歳～
小学生

第１･２子 10,000円
第３子以降 15,000円

中学生 10,000円

手当の額（児童１人当たり月額）

扶養親族などの数
（税の申告上の扶養人数）

所得制限限度額
（万円）

収入額の目安
（万円）

０人 622.0 833.3
１人 660.0 875.6
２人 698.0 917.8
３人 736.0 960.0
４人 774.0 1002.1
５人 812.0 1042.1

所得制限表

　夏季における省エネルギー対策を進めるとともに、教職
員の健康増進と休暇取得促進を図るために、次の期間、市
内小・中学校を閉庁します。
　学校閉庁日は、学校として対外的な業務を行わない日と
なりますので、ご理解とご協力をお願いします。

　閉庁期間における学校への緊急の連絡・問合せなどは教
育委員会（学務課・学校支援課）が対応します。
　なお、部活動などについても、この期間は原則として行
いません。

期間▶８月14日㈫～16日㈭の３日間

夏季休業中の学校閉庁について 詳しくは至

学務課

児童手当について

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
市
の
仕
組
み
や
仕
事
の
内
容
を
見
て
い

た
だ
き
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進

と
市
民
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

　
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
…

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
情
報
を
見
た

い
と
き
の
「
開
示
を
求
め
る
権
利
」、
事
実

と
異
な
る
記
載
が
あ
る
と
き
の
「
訂
正
を

求
め
る
権
利
」
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い

に
つ
い
て
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ

　

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
県
営
住
宅

入
居
者
募
集

　

若
い
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

県
営
住
宅
に
専
用
枠
を
設
け
、
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

対
象
▼
夫
婦
が
と
も
に
39
歳
以
下
の
世

帯
（
子
ど
も
の
有
無
は
問
わ
な
い
。）
で
収

入
な
ど
の
各
種
条
件
に
合
う
人
。

　

申
込
み
▼
県
住
宅
供
給
公
社
、
県
住
宅

課
（
県
庁
第
２
庁
舎
１
階
）、
桶
川
市
役
所

（
建
築
課
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
）、
駅
西
口
連

絡
所
、
東
部
連
絡
所
、
川
田
谷
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、
県
住
宅
供
給
公
社
に
７
月
21

日
㈯
ま
で
に
郵
送
《
消
印
有
効
》

　

そ
の
他
▼
入
居
は
平
成
30
年
９
月
23
日

㈰
以
降
と
な
り
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
県
住
宅
供
給
公
社
☎
829
―
２

８
７
５

　

川
の
国
埼
玉　
水
辺
で
乾
杯
！

　

県
で
は
、
川
の
再
生
10
周
年
を
契
機
に

「
川
の
国
埼
玉
」の
魅
力
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ

し
、
県
内
各
地
の
水
辺
空
間
の
利
活
用
を

促
進
す
る
た
め
、
10
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

企
画
と
し
て
「
川
の
国
埼
玉　

水
辺
で
乾

杯
！
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

７
月
７
日
㈯
午
後
７
時
７
分
に
お
気
に

入
り
の
水
辺
で
一
斉
に
乾
杯
し
、
乾
杯
写

真
を
皆
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
投
稿
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

問
合
せ
詩
県
水
辺
再
生
課
☎
830
―
５
１

１
２

　

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

７
／
15
～
24

　
『
人
も
車
も
自
転
車
も

　
　
　
安
心
・
安
全　
埼
玉
県
』

　

こ
の
運
動
は
、
広
く
市
民
に
交
通
安
全

思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
夏
休
み
中

の
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
と
、
夏
の
解

放
感
な
ど
か
ら
起
こ
る
交
通
事
故
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
期
間
中
に
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

県
下
統
一
目
標
▼

⃝

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

⃝

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

⃝

飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び
路
上
寝
込
み

な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

　

桶
川
市
重
点
目
標
▼

⃝

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

⃝

交
差
点
で
の
交
通
事
故
防
止

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

　

平
成
29
年
度
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
の
利
用
状
況
の
お
知
ら
せ

情
報
公
開
制
度
と
は
…

　

市
が
持
っ
て
い
る
公
文
書
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制
度
で

す
。

平
成
30
年
度
「
彩
の
国
資
源
循
環
工

場
」夏
休
み
親
子
見
学
会
の
お
知
ら
せ

　

廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
は
じ
め
、
彩
の

国
資
源
循
環
工
場
（
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
）

や
三
ケ
山
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
親
子
で
見
学

し
て
、
夏
休
み
の
宿
題
の
参
考
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

内
容
▼
最
終
処
分
場
、
彩
の
国
資
源
循

環
工
場
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
（
大
規
模

太
陽
光
発
電
施
設
）
※
雨
天
決
行

　

と
き
▼
８
月
７
日
㈫　

・
一
回
目　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

・
二
回
目　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

対
象
▼
小
学
生
、
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
（
子
ど
も
の
み
の
参
加
不
可
）

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
７
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
は
が

き
に
①
参
加
希
望
回
（
第
１
希
望
、
第
２

希
望
）
②
保
護
者
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
③
子
ど
も
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
年
齢
・
学
年
（
子
ど
も

が
複
数
の
場
合
は
全
員
分
）
を
記
入
の
上
、

県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
夏
休
み
親
子
見
学

会
係
（
〒
369
―
１
２
２
３　

大
里
郡
寄
居

町
大
字
三
ケ
山
368
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

問
合
せ
詩
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
夏
休

み
親
子
見
学
会
係
☎
048
―
581
―
４
０
７
０

と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
利
益

を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
の
不
服
申
立
て
件

数
は
０
件
で
す
。

　

詳
し
く
は
詩
総
務
課

区　　分 件　数
公文書の公開請求

（任意的公開申出を含む。） 204

決
定
状
況

公　　　　　開 70
部　分　公　開 81
非　　公　　開 50

取　　下　　げ 3

情報公開制度の利用状況
（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

※公開率：75.1％（部分公開含む。）
　�なお、非公開となった50件のうち49件は、対
象となる文書が存在しなかったためによるも
のです。

区　　分 件　数
個人情報開示請求 36

決
定
状
況

開　　　　　示 10
部　分　開　示 13
不　　開　　示 11

取　　下　　げ 2

個人情報保護制度の利用状況
（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

※開示率：67.6％（部分開示含む。）
　�なお、不開示となった11件のうち６件は、対
象となる文書が存在しなかったためによるも
のです。

　

県
で
は
、
度
重
な
る
浸
水
被
害
の

軽
減
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
江
川
の

調
節
池
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
通
行
規
制
を

行
い
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
周
辺
の

市
道
等
へ
の
迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
が
分
か
り
次
第
、
工
事
看
板

お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

通
行
規
制
予
定
時
期
▼
平
成
30
年

7
月
9
日
㈪
～
平
成
31
年
3
月
31
日

㈰
（
通
行
止
）。
な
お
、
工
事
の
進
捗

状
況
に
応
じ
て
、
通
行
規
制
期
間
が

前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
北
本
県
土
整
備
事
務
所

河
川
担
当
☎
048
―
540
―
８
２
０
０

桶川西
中学校

市道1-4号線

交通規制箇所交通規制箇所

江
川

一
級
河
川
江
川
の
調
節
池
工
事
に

伴
う
通
行
止
め
に
つ
い
て

「桶川市オリジナル婚姻届」と「婚姻早わかりBOOK」ができました

　ご結婚を祝い、生涯の良き思い出となるように、オリジナルの婚姻届とお役
立ち情報を掲載した冊子「婚姻早わかりBOOK」を作成しました。
　婚姻届は桶川市マスコットキャラクター「オケちゃん」や市民の花「紅花」
が描かれています。
　「婚姻早わかりBOOK」は婚姻届記載例、よくあるご質問、婚姻時の手続き
リストなど、婚姻に役立つ情報が掲載された冊子となっています。
　婚姻予定の方はぜひご利用ください。
配布場所▶�市民課（市役所２階）、東部連絡所、駅西口連絡所
配布方法▶�婚姻届を取りに来た人、提出する人に直接配布します（無料）

詳しくは至市民課

『桶川市坂田東高齢者等借上型市営住宅』（愛称・サンシャインホーム）の入居者を募集します 詳しくは至建築課

　現在空室があり、すぐに入居可能なため、入居者を募集しま
す。応募多数の場合、入居者以外の人は、退去者が出た場合の
補欠者となります。（有効期限は１年間）
入居者資格▶�次のすべての事項を満たしていること。
・自立した生活ができる人
・市内に住所を有する人
・�入居しようとする世帯全員の収入月額が、15万8千円以下（高
齢者・障害者等の世帯は21万4千円以下）

募集案内配布▶�7月17日㈫~31日㈫に、市役所（建築課・情報
コーナー）、駅西口連絡所、東部連絡所で配布し
ます。また、ホームページでも閲覧できます。

申込受付▶�７月24日㈫~31日㈫（土日を除く、午前８時30分

~午後５時15分）に市役所（建築課）で受け付けます。
選考方法▶�申込者が複数の場合、市内に２年以上住み続けてい

る人で、かつ65歳以上の世帯や障害者の認定を受け
ている人が優先されます。

　　　　　※�詳細は募集案内をご覧ください。

サンシャインホーム概要
所在地▶桶川市坂田東三丁目20番１号�（坂田宮前公園北側）
構造▶鉄筋コンクリート造２階建
間取り▶2DK（48.6平方メートル）
設備▶エレベーター、電気式コンロ、バリアフリー仕様
家賃▶2万500円~5万4,500円　※�収入によって変わります。

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
３
期
分
は
、
前

年
度
２
月
に
徴
収
し
た
額
と
同
額
の
保
険

料
を
徴
収
し
ま
す
（
仮
徴
収
）。
10
月
か
ら

２
月
ま
で
の
３
期
分
は
、
今
年
度
の
保
険

料
が
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
確
定
し

ま
す
の
で
、
確
定
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差

し
引
い
た
額
を
３
期
に
分
け
て
徴
収
し
ま

す
。

　

対
象
▼

⃝
年
金
額
が
年
18
万
円
以
上
の
人
（
介
護

保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
の
２
分
の
１

を
超
え
る
場
合
は
除
く
）

※
次
の
場
合
は
、
特
別
徴
収
が
中
止
さ
れ

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

⃝

死
亡
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
が
資
格
を

喪
失
し
た
場
合

⃝

被
保
険
者
が
転
出
し
た
場
合

⃝

所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保
険
料
額
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

②
普
通
徴
収
〔
全
８
回
〕（
年
金
天
引
き
以

外
）

　
７
月
上
旬
に
郵
送
す
る「
納
入
通
知
書
」

で
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
付
は
、
便
利

な
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
度
に
口
座
振
替
を
申
し
込
ん
だ
人

は
、
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
。
ま
た
、

　
被
保
険
者
に
つ
い
て

　

対
象
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
で
す
。

①
満
75
歳
に
達
し
て
い
る
人
（
生
活
保
護

受
給
者
な
ど
を
除
く
）

②
満
65
歳
か
ら
満
75
歳
未
満
で
、
一
定
の

障
害
が
あ
り
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
人

　
保
険
証
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
７
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
７

月
下
旬
ま
で
に
、
保
険
証
が
届
か
な
い
人

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
に
つ
い
て

　

加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
納
付
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま
で
の

１
年
分
の
保
険
料
を
、
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
ま
た
は
普
通
徴
収
の
２
種
類
の

納
付
方
法
に
よ
り
納
付
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
人
に
は
、「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」、
普
通
徴
収
の
人
に
は
、「
納
入

通
知
書
」
を
７
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

【
納
付
方
法
】

①
特
別
徴
収　

全
６
回
（
年
金
天
引
き
）

口
座
振
替
は
申
込
月
の
翌
月
末
分
か
ら
開

始
し
ま
す
の
で
、
申
込
月
の
納
期
の
保
険

料
は
、
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
▼

⃝

特
別
徴
収
で
な
い
人

⃝

年
度
途
中
で
年
齢
到
達
や
転
入
な
ど
に

よ
り
資
格
取
得
し
た
人

⃝

年
度
途
中
で
死
亡
や
転
出
な
ど
に
よ
り

資
格
喪
失
し
た
人

③
普
通
徴
収
→
特
別
徴
収
〔
全
６
回
〕

（
納
付
書
な
ど
で
の
納
付
か
ら
、年
金
天
引

き
に
変
わ
る
場
合
）　

　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
期
分
は
普
通

徴
収
で
、
10
月
か
ら
２
月
ま
で
の
３
期
分

は
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

対
象
▼

⃝

平
成
29
年
10
月
２
日

～
平
成
30
年
４
月
１
日

に
、
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
し
た
人

⃝

平
成
29
年
度
特
別
徴

収
の
人
で
、
年
度
途
中

に
保
険
料
額
が
軽
減
な

ど
で
減
額
に
な
り
、
平

成
30
年
２
月
の
年
金
天

引
き
額
が「
０
」と
な
っ

た
人

※
口
座
振
替
を
利
用
し

て
い
る
人
も
、
10
月
以

降
は
特
別
徴
収
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。
引
き
続
き
口
座
振
替
を
希

望
す
る
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料

　

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の

平
成
30
年
度
分
の
保
険
料
は
、２
０
，８
５
０

円
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
度
途
中
の
資
格
取
得
・
喪
失
に
係
る
保
険
料

　

年
齢
到
達
や
他
広
域
連
合
か
ら
の
転
入

な
ど
に
よ
り
資
格
を
取
得
し
た
場
合
は
、そ

の
月
の
分
か
ら
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
ま
す
。

死
亡
な
ど
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た
場
合

は
、
そ
の
月
分
の
保
険
料
は
徴
収
さ
れ
ま

せ
ん
。

【納期時期一覧】
納付方法 ①特別徴収 ②普通徴収 ③普通徴収→特別徴収
４月 仮徴収第１期
５月
６月 仮徴収第２期
７月 第１期 第１期
８月 仮徴収第３期 第２期 第２期
９月 第３期 第３期
10月 本算定第４期 第４期 本算定第４期
11月 第５期
12月 本算定第５期 第６期 本算定第５期
１月 第７期
２月 本算定第６期 第８期 本算定第６期
３月

保険料　＝　均等割額　＋　所得割額
－保険料の算出方法－

（所得割額＝（総所得金額など－基礎控除額33万円）×7.86％）
　埼玉県の場合、均等割額は⇒41,700円、所得割率⇒7.86％です。
 平成29年中の所得を基に被保険者個別単位で、均等割額と所得割
率により算定し、賦課します。
　保険料の限度額は年62万円です。
※保険料額決定通知書または保険料納付書が、７月下旬になっても
届かない場合は、ご連絡ください。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て  

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
の
人
）

…
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
（
特
別
徴

収
開
始
通
知
書
）

　

普
通
徴
収
（
年
金
天
引
き
以
外
の
人
）

…
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
（
納
入
通

知
書
）

　
４
月
か
ら
保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た

　

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

３
ヵ
年
計
画
と
な
る
「
第
七
次
桶
川
市
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
改
定
に
伴
い
、
介

護
保
険
料
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
と
は

　

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
皆
さ

ん
が
加
入
（
被
保
険
者
）
し
、
保
険
料
を

出
し
合
い
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き

に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
制
度

で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
ご
理
解
と
保
険
料
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〈
平
成
30
年
度
介
護
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
発
送
し
ま
す
（
７
月
上
旬
）〉

　

介
護
保
険
料
は
、
被
保
険
者
の
負
担
能

力
に
応
じ
て
、
負
担
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
一
段
階
に
つ
い
て
は
、
公
費

に
よ
る
軽
減
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

８
月
か
ら
の
制
度
改
正
ポ
イ
ン
ト

【
改
正
ポ
イ
ン
ト
①
】

〈
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
人
は
負
担
割

合
が
３
割
に
な
り
ま
す
〉

　

８
月
か
ら
、
一
定
以
上
所
得
者
の
利
用

者
負
担
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
合
計
所
得

金
額
が
220
万
円
以
上
の
人
の
自
己
負
担
割

合
が
、
２
割
か
ら
３
割
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
同
一
世
帯
の
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）
の
「
年
金
収
入
+
そ
の
他
の

合
計
所
得
金
額
」の
合
計
額
が
463
万
円（
世

帯
内
に
他
の
第
１
号
被
保
険
者
が
い
な
い

場
合
340
万
円
）
未
満
の
人
は
、
引
き
続
き

２
割
負
担
ま
た
は
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
（
合
計
所
得
金
額
が
220
万
円
未
満
の
人

は
、
２
割
負
担
。
合
計
所
得
金
額
が
160
万

円
未
満
の
人
は
、
１
割
負
担
で
す
。）

〈
介
護
保
険
負
担
割
合
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
〉

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
介

護
保
険
負
担
割
合
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
の
利
用
者
負

担
の
割
合
（
１
割
、
２
割
ま
た
は
３
割
）

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
、
こ
の
負

担
割
合
に
よ
り
自
己
負
担
分
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か

ら
負
担
割
合
証
の
提
示
を
求
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
事
業
所
へ
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
改
正
ポ
イ
ン
ト
②
】

〈
介
護
保
険
料
の
基
準
所
得
金
額
が
変
更

に
な
り
ま
す
〉

　

国
の
改
正
に
あ
わ
せ
、
介
護
保
険
料
の

所
得
段
階
10
段
階
の
う
ち
、
市
町
村
民
税

本
人
課
税
層
に
当
た
る
第
６
段
階
、
第
７

段
階
、
第
８
段
階
、
第
９
段
階
境
目
と
な

る
基
準
所
得
金
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
120
万
円
、

200
万
円
お
よ
び
300
万
円
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
が
変
わ
り
ま
す 

　
～
介
護
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
～ 

所得段階 対象者 調整率 保険料（円）

第１段階

生活保護受給者、世帯非
課税・老齢年金受給者、世
帯非課税、本人の課税年
金収入額＋合計所得金額
が80万円以下の人

基準額
×
0.45

24,300

第２段階

世帯非課税、本人の課税
年金収入額＋合計所得金
額が80万円～120万円
以下の人

基準額
×
0.625

33,700

第３段階

世帯非課税、本人の課税
年金収入額＋合計所得金
額が、120万円を超える
人

基準額
×
0.75

40,500

第４段階

本人が住民税非課税で世
帯内に住民税課税者がい
る人で、本人の課税年金
収入額＋合計所得金額が
80万円以下の人

基準額
×
0.9

48,600

第５段階

本人が住民税非課税で世
帯内に住民税課税者がい
る人で、本人の課税年金
収入額＋合計所得金額が
80万円を超える人

基準額
×
1.0

54,000

第６段階
本人が住民税課税で合計
所得金額が、120万円未
満の人

基準額
×
1.2

64,800

第７段階
本人が住民税課税で合計
所得金額が、120万円～
200万円未満の人

基準額
×
1.3

70,200

第８段階
本人が住民税課税で合計
所得金額が、200万円～
300万円未満の人

基準額
×
1.5

81,000

第９段階
本人が住民税課税で合計
所得金額が、300万円～
400万円未満の人

基準額
×
1.6

86,400

第10段階
本人が住民税課税で合計
所得金額が、400万円以
上の人

基準額
×
1.8

97,200

（基準額：54,000円　年額保険料）

第１号被保険者（65歳以上）の介護保険料（年額）
平成30年度から

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
窓
口
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険
税

を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
①
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
②
印
鑑
③
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
わ
か
る
も
の

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
安
心

し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
、
お
互

い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
運
営
は
、
特

別
会
計
と
し
て
、
国
な
ど
の
補
助
金
と
国

民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
人
数
・
所
得
・

資
産
に
応
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
ご
と
に
計

算
し
、
そ
の
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
7
月
上
旬
に
平
成
30
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
世
帯
主
宛

て
に
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

　

８
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
は
、
７
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
（
１

割
・
２
割
・
３
割
）
は
前
年
中
の
所
得
お

よ
び
収
入
で
判
定
し
て
い
ま
す
。

⃝

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
か
ら
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
切
り
替
わ
り
ま

す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
認
定
証

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
の
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険
税

を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
①
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
②
高
齢
受
給
者
証
③
印

鑑
④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
の
人

⃝

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」な
ど
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
か
ら
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
認
定
証

の
提
示
に
よ
り
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の
支

度
か
ら
国
の
法
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
保
険
税
率
の
引

き
上
げ
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、
保
険
税

の
負
担
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
送
付
後
、
あ
て
所

不
明
な
ど
に
よ
り
、
配
達
で
き
ず
返
送
さ

れ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
７
月
11
　

日

㈬
を
過
ぎ
て
も
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

日
頃
か
ら

健
康
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
医
療
費
節
約
の
コ
ツ

⃝

毎
年
、
特
定
健
診
を
受
け
て
健
康
管
理

を
し
、
病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

⃝

休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外
受
診
は
割

増
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
体
調
が
悪

い
場
合
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

同
じ
病
気
な
ど
で
過
度
に
複
数
の
医
療

機
関
を
受
診
す
る
と
、
初
診
料
や
同
じ
よ

う
な
検
査
や
処
置
の
費
用
負
担
が
大
き
く

な
る
の
で
重
複
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

⃝

複
数
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
は
、

投
薬
さ
れ
て
い
る
薬
の
内
容
を
医
師
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。

⃝

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
有
効
に
利
用

し
、
医
療
費
の
節
減
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課

Q　国民健康保険税はいつ支払うのですか？
🄰�　今年４月から来年３月までの１年分の国民健康保険税を、今年７月から来年２月までの８回に分けて納付していただきま
す（月額とは異なります）。納期限はそれぞれの月末（土・日・祝日の場合は翌開庁日）です。また、加入者全員が65歳以
上の世帯につきましては、原則として年金から天引きとなります。その場合は、年金支給月（４月・６月・８月・10月・12
月・２月）の６回に分けて、納付していただきます。年度の途中で加入・脱退している場合は、納付回数が少なくなること
があります。

Q　国民健康保険税はどのように計算しているのですか？
🄰�　平成30年度国民健康保険税は、６月30日までに保険年金課で確認できた加入者人数・加入者の前年中の所得、固定資産
税額をもとに計算されます。７月１日以降に加入・脱退の届け出があった場合や、前年中の所得、固定資産税額について変
更等が確認できたときは、その都度保険税を再計算し、新しい納税通知書を送付します。また、年度の途中で加入・脱退さ
れた場合、税額は月割計算されます。年度途中で40歳になる人には、40歳到達月分から「介護保険分」が上乗せされます
ので、到達月の翌月に新しい納税通知書を送付します。また、年度途中で65歳になる人については、65歳到達月の前月分
までを月割計算した税額で納税通知書を送付します。

Q　私は国民健康保険に加入していないのに、私宛てに納税通知書が届きました。なぜですか？
🄰�　国民健康保険税は世帯ごとに計算し、その世帯主が納税義務者になります。そのため世帯主本人は職場の健康保険に加入
している場合でも、世帯内に国民健康保険に加入している人がいれば、世帯主宛てに納税通知書が郵送されます（国民健康
保険税は加入者分のみ計算されます）。

🆀�　国民健康保険税は現在、年金から特別徴収（天引き）されていますが、今回の通知書の税
額はどのように計算しているのですか？

🄰�　今回の通知書の税額は、平成30年度国民健康保険税の年税額から平成30年４月から８月までに仮徴収する税額との差額
です。国民健康保険税が年金から特別徴収されている人については、10月・12月・２月の年金受取時に、天引きされる国
民健康保険税の税額を記載しています。

〈国民健康保険税についてのＱ＆Ａ〉

今月のおれんじカフェ 認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、入所
されている皆さんと体操や音楽レクリェーションを通して触れ合いませんか。認知症へ
の理解を深めていただくことにより、誰もが住み良い桶川市を目指しています。

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東1－36－3　☎729－1616 ７月11日㈬ 13：30～15：00 無料

愛の家グループホーム桶川
朝日2－10－15　☎778－6603 ７月18日㈬ 13：30～15：00 無料

桶川ケアセンターそよ風
上日出谷1245－2☎789－3130 ７月20日㈮  13：30～15：00 無料

ねむのき　川田谷5830－1☎787－0311 ７月１日㈰
８月５日㈰ 9：30～12：00 100円

花ノ木の郷　加納1824-1☎729-2222 ７月15日㈰ 10：00～11：30 無料

※�事前の連絡は不要
です。直接お越し
ください。　

詳しくは至

高齢介護課

　「認知症サポーター」とは、認知症という病気を正しく理解し、認知症の人とその家
族が住み慣れた地域でいきいきと暮らし続けることができるよう支える応援者のこと
です。講座修了後には認知症サポーターの証『オレンジリング』をお渡しします。
と　き▶７月21日㈯午前10時30分～正午（受付：午前10時から）
ところ▶おけがわマイン3階イベントスペース�
定　員▶20人
申込み▶�７月17日㈫までに電話で、地域包括支援センタールーエハイム（☎729－2121）へ申し込み

ください。

社
協
介
護
者
の
つ
ど
い

日時 ７月13日㈮　午後２時30分～４時
場所 地域福祉活動センター（桶川市社会福祉協議会）

内容

介護に関しての相談、または気分転換を
したい方、おしゃべりを楽しみたい方、ぜ
ひお気軽にお越しください。お待ちして
います。

問合せ
地域包括支援センター「社会福祉協議会」
（末広2-8-8）
☎728－2265

介護者のつどい 　地域包括支援センター主催で介護に関する情報交換の場として、介護者のつどい
を開催します。

介
護
者
の
つ
ど
い
「
繭
の
会
」

日時 ８月10日㈮　午前10時～11時30分
場所 ねむのき

内容

和やかな雰囲気の中でお茶を飲みながら、
介護の悩みや情報交換など、語り合いま
せんか？
定員を７名とさせていただきます。事前
に電話で申し込みください。

問合せ
地域包括支援センター「ねむのき」
（川田谷5830-1）
☎783－5311

詳しくは至高齢介護課 認知症サポーター養成講座
目指せ、Ｈ30年度市内サポーター3,800人！　( H30.５月現在2,899人)

詳しくは至高齢介護課

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
【広げよう！介護予防の輪】	 詳しくは至高齢介護課

シリーズ　明日のあんしん　～高齢者の暮らしを支える～�

　高齢者自身がいつまでも元気で暮らし続けることは、
誰もが望むことであると同時に、介護人材不足に対す
る大きな力にもなります。
　桶川市でも運動教室、認知症予防教室などの「日々
の健康管理」（自助）や、地域の100歳体操指導者を中
心とした「地域の通いの場」（互助）などの介護予防の
輪が広がっています。一人ひとりの取り組みが、超高
齢社会の今後を大きく左右するのです。「まだ元気だか
ら」「交流はちょっと苦手なので」という方もぜひ一歩
踏み出して、介護予防の輪の中に入り、一人ひとりの
元気のカタチをつなぐ地域づくりに一緒に取り組んで
みませんか。

※の日時などは随時広報でお知らせしています。

事　業 内　容

健康長寿いきい
きポイント事業

市が指定した各種事業（健康診査、
介護予防事業、社会参加、生涯学
習など）に参加することや、自分
でチャレンジコースにチャレンジ
することで、ポイントを獲得でき、
記念品と交換できる事業です。

介護予防サポー
ター養成講座
（65歳以下も可）

介護予防効果の高い100歳体操な
どを地域の通いの場で指導できる
サポーターを養成します。

転ばん！
運動教室※

転倒予防や筋力低下を予防するた
めの体操やストレッチ、筋トレ、栄
養の話など。

脳げんき教室※ 脳を活性化するための体操、脳ト
レ、おくちの健康の話など。

～脳がよろこぶ～
「♪音の広場♪」※

音楽の領域から認知症予防に取り
組みます。

出前介護予防講座 依頼のあった地域に出向いて介護
予防教室を実施します。

地域包括支援セ
ンターの介護予
防教室※

転倒予防や筋力低下を予防するた
めの体操やストレッチ、ゲーム、脳
トレなど。

・ ベニバナウォーク東側通り…百日紅
(さるすべり)が日差しを受けて力強い

・ 農業センター前…紅花が見事に咲きそ
ろっていた。

・ 富士見親水公園…昨年より蛍が多くき
れいであった。

・ 城山公園北側田んぼ…畦道にカルガモ
親子発見！

※�健康長寿いきいきポイント事業のコー
スのひとつ。季節を感じる市内のお薦
めの場所を教えていただくことでポイ
ントを獲得できます。
　�本事業は65歳以上の市民であればどな
たでも参加できます。申請は、高齢介
護課・社会福祉協議会・健康増進課
（土・日・祝日除く）、各公民館（休館
日除く）で行っています。

「脳げんき教室」のお知らせ

　脳は使えば使うほど強くなり、元気になることから、認
知症対策には予防が１番！！と言われています。
　脳を元気にする体操や脳トレを楽しく♪♪体験してみ
ませんか？

内　容▶�認知症予防のための体操・脳トレ・おくちの話
など

対　象▶65歳以上の市民
定　員▶40人【先着順】
申込み▶�７月４日㈬午前９時から、高齢介護課へ電話ま

たは直接、申し込みください。
※�多くの方に参加していただくために、１人につき、年
１回の受講とさせていただきます。
※運動ができる服装でお越しください。
※できるだけ全日程参加してください。

詳しくは至高齢介護課

詳しくは至高齢介護課

会　　場 地域福祉活動センター
受　　付 午後１時30分～２時
実施時間 午後２時～３時30分

日　　程 ８月１日㈬・８日㈬・22日㈬・29日㈬
９月５日㈬

持 ち 物 飲み物・タオル・筆記用具・運動できる上靴

地域包括支援センター主催　介護予防教室のご案内
　地域包括支援センターは、桶川市の委託を受けて市内に４か所設置されており、市の受託事業として介護
予防教室を行っています。介護予防教室の対象者は、65歳以上の人で、参加費無料、予約不要（社会福祉協
議会主催の教室で初回の参加者のみ要予約）の教室となります。全ての日程に参加できない人も気軽にご参
加ください。　※持ち物▶タオル、飲み物、動きやすい服装、靴

ところ とき 内容・注意事項

ハートランド
※上履き持参

７月６日㈮
９月21日㈮ 午後１時30分～３時

(受付：午後１時15分～)

オケちゃん健康体操、玄米にぎにぎ体操、バルーン体
操、タオル体操、脳トレなど
※「ハートランド」か「中山道ふれあい館」のどちら
かひとつをお選びください。タオル（手拭いでも可）
を使用した体操を行うので、必ず持参してください。玄
米にぎにぎ棒をお持ちの人は持参してください。

中山道ふれあい館 ７月10日㈫
９月25日㈫

問合せ至地域包括支援センター「ハートランド」（坂田1725）☎777－7055
ところ とき 内容

市民ホール ７月11日㈬
９月19日㈬

午後１時30分～３時（受付：午後１時15分～）
午後３時15分～４時45分（受付：午後３時～）
※２部制です。どちらかを選んでください。 健康に関する話や体操、ゲームなど

サン・アリーナ
※上履き持参

７月20日㈮
９月は未定 午後１時30分～３時（受付：午後１時15分～）

問合せ至地域包括支援センター「ルーエハイム」（若宮1-5-2　4F）☎789－2121
ところ とき 内容

地域福祉活動セン
ター

７月13日㈮
９月14日㈮
　　28日㈮

午前10時～11時30分
(受付：午前９時30分～)
午後１時～２時30分
(受付：午後０時30分～)
※２部制です。どちらかを選んでください。
※初回参加者のみ事前に申し込みください。

簡単な体操やストレッチ、脳トレなど
※会場は当日１階ロビーにあるホワ
イトボードで確認してください。

問合せ至地域包括支援センター「社会福祉協議会」（末広2-8-8）☎728－2265
ところ とき 内容

農業センター ７月10日㈫
９月11日㈫

午後１時30分～３時
（受付：午後１時15分～）

健康に関する話、体操、脳トレ、歌
など

問合せ至地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷5830-1）☎783－5311

ところ とき 内容

サン・アリーナ ７月27日㈮
９月は未定

午後１時30分～３時
（受付：午後１時15分～） 100歳体操

問合せ至地域包括支援センタールーエハイム（若宮1-5-2　4F）☎789－2121

地域包括支援センター主催　いきいき100歳体操教室のご案内
　100歳体操について知りたい、体験してみたい、地域で通いの場をつくりたいという人を対象に、いきいき100歳体
操教室を実施します。まずは一度、100歳体操を体験してみませんか？
持ち物▶上履き、筆記用具、飲み物、動きやすい服装　　　申込み▶不要

７月は「社会を明るくする運動」強調月間です 詳しくは至人権・男女共同参画課
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
　すべての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について理解を深め、そ
れぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない地域社会を築こうとする全国的な運動です。
　７月４日㈬に桶川駅周辺で鴻巣地区保護司会桶川支部と桶川地区更生保護女性会による
街頭キャンペーンを実施します。また、桶川市青少年健全育成市民会議による非行防止キャ
ンペーンを同時に実施します。

　市や地域包括支
援センターでも介
護予防事業を実施
しています。ぜひ、
介護予防のきっか
けとして参加して
ください。

健康長寿いきいき
ポイント事業
散策コース※より
～夏編～

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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川田谷生涯学習センターで住民票などの取次ぎを行っています！

　川田谷生涯学習センター内の川田谷公民館で、住民票の写
しなどの交付の取次ぎを行っています。取扱時間などは下の
表のとおりです。市民の皆さんの身近な施設として、どうぞ
ご利用ください。
　なお同様の証明書は、市役所市民課および駅西口連絡所（お
けがわマイン4階）、東部連絡所（末広3-19-8）でも、取扱い
しています。
● 取扱時間
　 火曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
　※土曜・日曜・月曜・祝日・年末年始（12／29～１／３）、
公民館休館日は取り扱いません。
●取扱業務

※戸籍謄・抄本と附票は、桶川市に本籍がある場合のみ申請できます。
※�除票、除籍謄・抄本が必要な場合、委任状で申請する場合、第三者が申請する場合は、川田谷公民館では取扱いで
きません。市役所市民課または駅西口連絡所、東部連絡所を利用してください。

証明書の種類 申請できる人 手数料 必要なもの
住民票 本人または同じ世帯の人 150円

・�窓口に来る人の本人確認書類
・印鑑（認印）戸籍謄・抄本 本人、配偶者または直系親族（父母、祖父母、

子、孫など）
450円

戸籍の附票 150円
印鑑登録証明書 印鑑登録証をお持ちの人（代理人可） 150円 ・印鑑登録証

城山
公園

●

●

川田谷
生涯学習センター
川田谷4405-4
☎786-4030

川田谷
生涯学習センター
川田谷4405-4
☎786-4030

↑
桶
川

北
本
I
C

上
尾
道
路

市役所
分庁舎→

べにばな
陸橋→

川田谷小

農業センター

詳しくは至市民課

埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合
か
ら
の

お
知
ら
せ
―
消
防
職
員
の
募
集
―

　

職
種
・
採
用
予
定
人
員
▼

消
防
職
・
４
人
程
度

　

応
募
資
格
▼

日
本
国
籍
を
有
し
、
次
の
区
分
に
該
当
す

る
人

⃝

初
級
（
高
校
卒
程
度
）

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

⃝

中
級
（
短
大
卒
程
度
）

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

⃝

上
級
（
大
学
卒
程
度
）

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

試
験
日
（
第
一
次
試
験
）▼

上
級
・
中
級
・
初
級　

９
月
16
日
㈰

　

応
募
期
間
・
申
込
方
法
▼

８
月
１
日
㈬
か
ら
７
日
㈫
（
土
・
日
を
除

く
）ま
で
に
、
消
防
本
部
消
防
総
務
課（
鴻

巣
市
箕
田
１
６
３
８
番
地
１
）
へ
本
人
が

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
採
用
試
験
受
験
案
内
と
申
込
書
」
は
、

７
月
２
日
㈪
か
ら
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本

部
消
防
総
務
課
、
桶
川
消
防
署
、
鴻
巣
消

防
署
お
よ
び
北
本
消
防
署
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
消

防
総
務
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
２

ゆ
り
の
王
様
「
や
ま
ゆ
り
」
が
開
花

し
ま
す
！

　

森
林
公
園
で
は
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
ま

で
園
内
各
所
で
「
や
ま
ゆ
り
」
が
開
花
し

ま
す
。
関
東
最
大
級
の
自
生
地
と
呼
ば
れ

て
い
る
「
や
ま
ゆ
り
」
の
開
花
を
、
お
子

さ
ん
な
ど
と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

開
園
▼
午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

　

料
金
▼
大
人
450
円（
65
歳
以
上
210
円
）・

中
学
生
以
下
無
料
（
試
行
）

※
駐
車
料
金
は
別
途
620
円
／
１
日

　

問
合
せ
詩
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
９
３
―
57
―
２
１
１
１

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

お
知
ら
せ

　
７
月
９
日
㈪
か
ら
８
月
３
日
㈮
ま
で
、全

国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」

が
販
売
さ
れ
ま
す
。
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
の
賞
金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

て
７
億
円
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
の
賞

金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
千
万

円
で
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振

興
協
会
☎
822
―
５
０
０
４

ホームページから、内容の確認および資料請求などできま
す。
問合せ至自衛隊さいたま地域事務所☎048－651－2420
　　　　担当：伊藤

募集種目 受付期間 応募資格 試験予定日

航空学生

７月１日㈰～
９月７日㈮
《必着》

日本国籍を有す
るもの
高卒、18歳以上
21歳未満

★１次試験　
９月17日（月・祝）
※�２次、３次試
験有り

一般曹
候補生

日本国籍を有す
るもの
18歳以上27歳
未満

★１次試験
９月21日㈮
　　22日㈯
　　23日㈰
指定された１日
※２次試験有り

自
衛
官
候
補
生

男子
年間を通じて
受付中

日本国籍を有す
るもの
18歳以上27歳
未満

受付時にお知ら
せします

女子

自衛官募集

な
い
よ
う
、
ふ
ん
や
尿
を
さ
せ
る
場
所

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
用
意
し
、
ふ
ん
は
飼
い
主

が
責
任
を
持
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

⃝

犬
の
登
録
制
度

　

犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、
狂
犬
病
予
防
法

に
基
づ
く
「
登
録
」
と
、
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
死
亡
、
所
在
地
や
飼
い
主
が
変

わ
っ
た
と
き
な
ど
は
市
に
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

⃝

迷
子
の
犬

　

狂
犬
病
予
防
法
は
、
野
良
犬
や
迷
子
犬

に
つ
い
て
、『
鑑
札
・
注
射
済
票
を
付
け
て

い
な
い
犬
を
抑
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

と
定
め
て
い
ま
す
。
鑑
札
が
な
く
、
定
め

の
期
間
を
過
ぎ
て
も
飼
い
主
が
引
き
取
り

に
来
な
い
場
合
は
、
一
部
を
除
き
殺
処
分

と
な
り
ま
す
。

　

も
し
鑑
札
が
付
い
て
い
れ
ば
、
そ
の
番

号
か
ら
飼
い
主
を
た
ど
り
、
犬
は
元
の
家

に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
犬
の
鑑
札
・

注
射
済
票
は
、
公
的
な
迷
子
札
の
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。
犬
に
は
必
ず
鑑
札
・
注

射
済
票
を
付
け
ま
し
ょ
う
。　

　

犬
に
関
す
る
相
談
▼
鴻
巣
保
健
所
☎
048

―
541
―
０
２
４
９

　
猫
の
飼
い
方

・�

猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
外
飼
い

や
内
外
自
由
飼
い
は
、
飼
い
主
の
目
の

　

私
た
ち
に
最
も
身
近
な
ペ
ッ
ト
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
犬
や
猫
。
最
近
、
犬
や

猫
に
よ
る
ご
近
所
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
大
変

増
え
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
に
不
幸
な
思
い
を
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
改
め
て
、
正
し
い
飼
い
方
が
で

き
て
い
る
か
注
意
し
て
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　【
飼
い
主
が
守
る
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
】

　

犬
や
猫
を
飼
う
際
は
、
健
康
で
寿
命

い
っ
ぱ
い
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
愛
情
と

責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
覚

悟
が
必
要
で
す
（
終
生
飼
育
）。

　

途
中
で
手
放
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
、
飼
う
前
に
よ
く
考
え
ま
し
ょ

う
。

　
犬
の
飼
い
方

・�

鳴
き
声
や
に
お
い
な
ど
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・�

犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
外
飼
い
を
す
る
場
合
は
必
ず

つ
な
い
で
飼
い
、
散
歩
は
リ
ー
ド
（
引

き
綱
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・�

散
歩
の
と
き
は
、
周
囲
の
迷
惑
に
な
ら

届
か
な
い
と
こ
ろ
で
ふ
ん
、
尿
、
鳴
き

声
な
ど
で
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る

可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
交
通
事
故
や

け
が
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

・�

や
む
を
得
な
い
理
由
で
飼
え
な
く
な
っ

た
り
、
子
猫
が
生
ま
れ
て
飼
え
な
い
と

き
は
、新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
ま
し
ょ

う
。

・�

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、避

妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝

野
良
猫

　

野
良
猫
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。
エ
サ
を
与
え
る
な
ど
の
世
話
を
す

る
と
、
野
良
猫
が
そ
の
周
辺
に
住
み
着
き
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。　

　

猫
に
関
す
る
相
談
▼
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
南
支
所
☎
048
―
855
―
０
４
８
４

　【
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
に
つ
い
て
】

　

災
害
は
何
時
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

飼
い
主
の
指
示
を
聞
く
、
無
駄
吠
え
し
な

い
、
人
慣
れ
・
犬
慣
れ
で
き
る
よ
う
、
普

段
か
ら
の
し
つ
け
や
、
マ
ナ
ー
を
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ペ
ッ
ト
用
の
常
備
品

（
薬
・
フ
ー
ド
、
水
（
７

日
分
以
上
が
望
ま
し

い
）・
首
輪
・
リ
ー
ド
・

ペ
ッ
ト
シ
ー
ト
な
ど
）

の
用
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

  
犬
や
猫
の

  
正
し
い
飼
い
方

　

 
詳
し
く
は
詩
環
境
課

＊年齢は平成31年４月１日現在　

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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国
民
年
金
保
険
料
「
後
納
制
度
」
が

終
了
し
ま
す

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る「
後

納
制
度
」
が
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成

30
年
９
月
ま
で
、
３
年
間
限
り
特
例
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
納
制
度
を
利

用
し
て
い
る
人
は
９
月
30
日
ま
で
に
後
納

を
し
て
く
だ
さ
い
。
制
度
を
利
用
す
る
に

は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
な
ど
は
後
納
制

度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

問
合
せ
詩
大
宮
年
金
事
務
所
☎
652
―
３

３
９
９
（
自
動
音
声
案
内
）

銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金
と

生
活
の
相
談
会
（
無
料
）

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務

と
生
活
問
題
の
個
別
相
談
会
や
、
相
談
者

と
同
じ
経
験
を
持
つ
相
談
員
と
の
面
談
を

実
施
し
ま
す
（
内
容
に
よ
っ
て
は
、
社
会

福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
）。

　

と
き
▼
７
月
22
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
朝
日
記
念
会
館
２
階
（
朝
日

１
―
６
―
15
）

　

申
込
み
▼
事
前
に
夜
明
け
の
会
（
７
７
４

―
２
８
６
２
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

主
催
・
問
合
せ
詩
夜
明
け
の
会
☎
774
―

２
８
６
２

平
成
31
年
度　
准
看
護
学
生
募
集

　

桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
立
准
看
護

学
校
で
は
、
准
看
護
学
生
を
一
般
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

募
集
人
数
▼
35
人

　

入
学
試
験
日
▼
11
月
17
日
㈯

　

試
験
会
場
▼
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師

会
立
准
看
護
学
校

　

受
験
科
目
▼
現
代
国
語
・
一
般
常
識
問

題
・
小
論
文
・
個
人
面
接

　

学
校
説
明
会
▼
８
月
４
日
㈯
・
９
月
６

日
㈭
・
10
月
４
日
㈭
い
ず
れ
も
午
前
10
時

か
ら

※
参
加
者
に
は
資
料
（
願
書
含
む
）
を
無

料
配
布
い
た
し
ま
す
。
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

合
格
発
表
日
▼
11
月
20
日
㈫
午
前
11
時

　

願
書
受
付
▼
10
月
26
日
㈮
～
11
月
９
日

㈮
※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効

　

願
書
請
求
▼
当
校
所
定
の
入
学
願
書
は

窓
口
に
て
一
部
１
，
０
０
０
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
郵
送
希
望
者
は
郵
送
料
（
切

手
250
円
分
）
と
願
書
代
（
郵
便
局
発
行
：

定
額
小
為
替
１
，
０
０
０
円
分
※
為
替
証

書
に
は
一
切
記
入
不
要
）
を
同
封
し
、
封

書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
▼
一
次
募
集
で
定
員
に
満
た
な

か
っ
た
場
合
は
二
次
募
集
を
し
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会

立
准
看
護
学
校
☎
048
―
592
―
８
９
２
６

地
ち

球
きゅう

にやさしい『桶
お け

川
が わ

市
し

のごみ』物
も の

語
がたり

3
～ごみに関

かん

するお話
はなし

を４コマでわかりやすく掲
けい

載
さい

します～
詳
くわ
しくは至リサイクル推

すい
進
しん

課
か

☎728－1902３
スリーアール

R講
こ う

座
ざ

に参
さ ん

加
か

してみませんか？

分
ぶん

別
べつ

 マモル（主
しゅ

人
じん

公
こう

）
•桶川市在

ざい
住
じゅう

•べにばな小
しょう
学
がっ
校
こう
４年

ねん
生
せい

•�学校でごみ（住
す
みよいくらし）

について勉
べん
強
きょう
してから、ごみ

をへらすためにできることに
ついて考

かんが
えている。

物
もの

体
たい

 セツ
•桶川市在住
•マモルのおばあちゃん
•物

もの
をとても大切にする性

せい
格
かく

•「もったいない」が口
くち
ぐせ

3

4

1

2

おばあちゃん！ごみについて、もっ
と色
いろいろ
々知

し
りたいんだけど、何

なに
か良

よ

い方
ほうほう
法はないかな？

桶川市では毎
まいとし
年、夏

なつやす
休みにごみに

関する講座を小学生向
む
けに行

おこな
って

いるそうよ！ぜひ参
さんか
加してみたら

良いと思
おも
うわ！

お金
かね
とかはかかる

の？何
なん
人
にん
でも参加で

きるの？ ？

無
むりょう
料よ！20組

くみ
限
げんてい
定だから、早

はや
めに

申
もう
し込

こ
んだほうが良いと思うわ！

夏休みの自
じゆう
由研

けんきゅう
究のテーマにもな

るし、参加しないと
もったいないわ♥

心当たりのない海外からの郵便物・
小包に注意！

　海外から届いた荷物に心当たりがない場合、ネガティブ
オプション（送り付け商法）である可能性と、自分や家族
が利用したネット通販や懸賞品、知り合いからのプレゼン
トが海外から発送されたことが考えられます。

【消費者へのアドバイス】
①�注文した覚えや心当たりのない荷物が届いた場合は、送
付票の「ご依頼主」に記載の事業者名称、所在地および

電話番号と配送伝票番号を記録し、受け取り拒否をし
てください。配送時に代金を支払ってしまったり、受
領印を押してしまうと受け取り拒否はできませんが、ポ
ストに投函されていた荷物は未開封であれば受け取り
拒否が可能です。
②�受け取ってしまっても、ネガティブオプションなど注
文していない商品であれば、原則２週間保管した後、自
由に処分することができますが、不安な場合は消費生
活センターに早めに相談しましょう。
③�届いた品物がブランド品のニセ物と疑われる場合、海
外に送り返すと関税法違反になることがありますので
注意が必要です。
④�国内のネット通販利用やカタログで注文した商品でも、
海外から配送されて届くことがあります。配送予定の
品物については、家族や同居する人同士で情報を共有
しておきましょう。
　消費生活センターへは全国共通の電話番号である188
番へかければつながります。
　「188（いやや）！　泣き寝入り！」と覚えてください。

消費生活センター
からのお知らせ

詳しくは
至自治文化課

【事例１】
　昨日、海外からの荷物が国際郵便でポストに投函さ
れていた。全く心当たりがないので開封していない。表
書きには中国語、英語の表記があり、宛て名の住所・
氏名・電話番号は私宛てになっている。ネット通販を
利用した覚えもない。連絡して返品すべきか対処法を
知りたい。

【事例２】
　中国からの郵便物が夫宛てに届いた。中身はスマー
トフォンのケースであったが、夫は注文した覚えがな
いという。ネット通販を利用している息子にも確認し
たが、海外から荷物が届くことはないと言われた。ど
のように対処したらよいか。

桶川市消費生活センター　
相談日▶毎週月～金曜日（祝日を除く）、相談時間▶午前
10時～正午、午後１時～３時30分　☎786－3211
※�相談の際には、契約書や経緯をまとめた資料を必ずお
持ちください。

と　き▶�8月10日㈮　午後1時30分～3時30分
ところ▶�上尾、桶川、伊奈衛生組合
　　　　（桶川市大字小針領家1160番地）
対　象▶�小学３～６年生とその保護者20組
内　容▶�夏休み中の自由研究として、食品ロスとご

みの減量化について学びます。講座の後、隣
接するごみ処理施設（桶川市環境センター）
の見学をします。

申込み▶��７月４日㈬午前８時30分から、電話で、リ
サイクル推進課（環境センター）へ。（土・
日・祝日を除く、午後５時まで）

※�食品ロスとは、食べられるのに捨てられてしまう
食品を言います。

　詳しくは至リサイクル推進課（環境センター）
　　　　　　☎728－1902

小学生向け３R推進講座の
参加者を募集します！ 夏休み親子で自由研究“食品ロスについて学ぼう”

第1回 生活支援サポーター養成研修のお知らせ 　介護予防・日常生活支援総合事業における訪問型
サービスAの担い手となる、生活支援サポーターの養
成研修を開催します。
　支援が必要な高齢者の日常のちょっとした生活のお手
伝い（家事援助）に興味のある人、ぜひ参加ください。
対　象▶�市内在住・在勤で、活動に興味関心のある人

で原則全３回参加できる人
定　員▶�30人
参加費▶�無料
申込み▶�７月31日㈫まで　※�電話または直接

高齢者を地域で支えあうための基礎的な知識や技能を学んでみませんか

※第１回は地域福祉活動センター講習室（３階）
※第２回と第３回は、東公民館大ホール（３階）・調理室（２階）・研修室

と　き 内　容

第１回 ８月６日㈪
午前９時～午後４時

開講式・受講ガイダンス
午前：�桶川市の高齢者施策（講義）
午後：�認知症高齢者への対応（講義）

第２回 ８月８日㈬
午前９時～午後４時

高齢者の健康と安全のための知識・技
術（講義）

第３回 ８月10日㈮
午前９時～午後４時

午前：調理実習
午後：�サービス提供の際の注意事項に

ついておよび事例の説明・演習
閉講式

桶川市社会福祉協議会　地域福祉推進係
☎728－2221
末広2-8-8（地域福祉活動センター）

ごみに関する
講座

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

吉
見
町
ま
ち
整
備
課
（
〒
355
―
０
１
９
２

吉
見
町
大
字
下
細
谷
4
１
１
）

《
公
聴
会
の
開
催
》

　

と
き
▼
７
月
27
日
㈮
午
前
10
時

　

と
こ
ろ
▼
吉
見
町
役
場
３
階
大
集
会
室

※
公
述
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
公
述
人

を
選
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
公
述
人

一
人
あ
た
り
の
公
述
時
間
は
、
お
お
む
ね

10
分
以
内
と
な
り
ま
す
。

※
公
述
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
公
聴
会

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

※
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
７
月
24
日
㈫

以
降
に
吉
見
町
ま
ち
整
備
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
原
案
に
つ
い
て
は
吉
見
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
桶
川
市
都
市
計
画
課
☎
788
―

４
９
４
９
、
吉
見
町
ま
ち
整
備
課
☎
０
４
９

３
―
63
―
５
０
１
８

桶
川
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
休
館
日
の

お
知
ら
せ

　

休
館
日
▼
８
月
２
日
㈭

　

館
内
一
斉
点
検
お
よ
び
清
掃
の
た
め
、

休
館
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

11
月
２
日
㈮
分
の
予
約
受
付
開
始
日
は
８

月
３
日
㈮
で
す
。

　

問
合
せ
詩
公
益
財
団
法
人
桶
川
市
施
設

管
理
公
社
☎
787
―
５
１
１
１

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
に
つ
い
て

　

以
下
の
都
市
計
画
の
変
更
案
を
作
成
す

る
に
あ
た
り
、
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
都
市
計
画
の
変
更
の
構
想
（
原
案
）
の
閲

覧
〉

　

閲
覧
内
容
▼
東
松
山
都
市
計
画
ご
み
焼

却
・
ご
み
処
理
場
（
吉
見
町
決
定
）

　

閲
覧
期
間
▼
７
月
３
日
㈫
～
17
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
）

　

閲
覧
場
所
▼
吉
見
町
ま
ち
整
備
課
、
東

松
山
市
都
市
計
画
課
、滑
川
町
建
設
課
、嵐

山
町
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
、
桶
川
市
都
市

計
画
課
、
小
川
町
都
市
政
策
課
、
川
島
町

ま
ち
整
備
課
、
と
き
が
わ
町
建
設
環
境
課
、

東
秩
父
村
企
画
財
政
課
、
鴻
巣
市
都
市
計

画
課
、
北
本
市
都
市
計
画
課

⃝

原
案
に
対
す
る
公
述
（
公
聴
会
で
意
見

を
述
べ
る
こ
と
）
の
申
し
出
▼

　

対
象
▼
吉
見
町
、
東
松
山
市
、
滑
川
町
、

嵐
山
町
、
桶
川
市
、
小
川
町
、
川
島
町
、
と

き
が
わ
町
、
東
秩
父
村
、
鴻
巣
市
お
よ
び

北
本
市
の
住
民
お
よ
び
利
害
関
係
人

　

提
出
方
法
▼
公
述
申
出
書
（
各
閲
覧
場

所
に
あ
り
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

　

提
出
期
限
▼
７
月
17
日
㈫
午
後
5
時
15

分
ま
で
《
必
着
》

　

提
出
先
▼
桶
川
市
都
市
計
画
課
（
〒
363

―
８
５
０
１　

桶
川
市
泉
１
―
３
―
28
）、

応
急
手
当
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

講
習
の
お
知
ら
せ

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
方
法
な

ど
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
８
月
18
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

（
午
前
８
時
45
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
３

階
災
害
対
策
室
（
鴻
巣
市
箕
田
１
６
３
８

番
地
１
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
証
明
書
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
表
示
で
も
可
）

　

そ
の
他
▼
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き
ま

す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
救
命
講
習
の

受
講
時
間
が
開
始
か
ら
１
時
間
免
除
さ
れ

ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
７
月
15
日
㈰
か
ら

８
月
11
日
（
土
・
祝
）
ま
で
に
、
鴻
巣
消

防
署
川
里
分
署
（
☎
048
―
569
―
４
１
１
９

鴻
巣
市
関
新
田
１
３
３
０
―
1
）
へ
電
話

ま
た
は
直
接
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

第
７
回
農
業
委
員
会
総
会

　

と
き
▼
７
月
24
日
㈫
午
後
２
時
か
ら

　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
会
議
室
304

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
５
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場
が

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
傍

聴
を
希
望
す
る
人
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま

た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
次

回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
８
月
24
日
㈮

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
農
業
委
員
会
事
務
局

　

季
節
を
問
わ
ず
食
卓
を
彩
る
野
菜
の

一
つ
に
レ
タ
ス
が
あ
り
ま
す
。
冷
涼
で

乾
燥
し
た
気
候
を
好
み
、
気
温
20
度
前

後
で
も
っ
と
も
よ
く
育
つ
の
で
、
季
節

に
よ
っ
て
産
地
が
変
わ
り
ま
す
。
夏
は

高
冷
地
の
長
野
、冬
は
暖
か
い
香
川
、春

と
秋
は
茨
城
か
ら
多
く
出
荷
さ
れ
、
全

国
的
に
リ
レ
ー
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
タ
ス
の
原
産
地
は
、
地
中
海
沿
岸

か
ら
西
ア
ジ
ア
。
現
在
の
よ
う
な
レ
タ

ス
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
明
治
時

代
。
サ
ラ
ダ
の
主
役
と
し
て
広
く
栽
培

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
レ
タ
ス
と
呼
ば
れ
る
「
玉

レ
タ
ス
」
と
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
な
ど
の
「
葉

レ
タ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
栄
養
的
に
は

葉
レ
タ
ス
の
方
が
優
秀
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
栄
養
的
に
は
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
全
体
の
95
％

が
水
分
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
、
カ
ロ
テ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
、
鉄
、
亜
鉛
な
ど
を
含
み
、
カ
ル

シ
ウ
ム
は
イ
ラ
イ
ラ
を
鎮
め
る
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
抗
酸
化
作
用
、
細
胞

レ
タ
ス

の
老
化
防
止
な
ど
に
も
役
立
ち
、
β
カ
ロ

テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
共
存
す
る
と
肌
荒

れ
や
疲
労
の
回
復
な
ど
に
も
有
効
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

レ
タ
ス
の
生
食
は
体
を
冷
や
す
作
用
が

あ
り
ま
す
が
、
加
熱
す
る
と
甘
み
が
増
し
、

か
さ
が
減
る
こ
と
で
食
物
繊
維
を
た
っ
ぷ

り
と
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
炒
め
物
、鍋
、

ス
ー
プ
な
ど
油
と
共
に
食
べ
る
こ
と
で
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。緑

黄
色
野
菜
や
チ
ー
ズ
、
卵
と
合
わ
せ
る
と

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
ま
す
。

　

葉
に
ハ
リ
が
あ
っ
て
み
ず
み
ず
し
く
、ゆ

る
や
か
に
結
球
し
て
い
る
の
が
お
い
し
い

で
す
。
切
り
口
が
茶
色
く
な
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
変
色
を
防
ぐ
に
は
手
で
ち
ぎ
る

こ
と
。
そ
う
す
る
と
断
面
が
荒
く
な
る
の

で
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
か
ら
み
や
す
く
な

る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　

簡
単
便
利
な
レ
タ
ス
は
幅
広
い
年
齢
の

方
に
お
勧
め
で
す
。

（
参
考
文
献
『
か
ら
だ
に
お
い
し
い
野
菜
の

便
利
帳
』
出
版
社
・
高
橋
書
店　

監
修
・

板
木
利
隆
、『
野
菜
で
探
す
「
健
康
食
べ
合

わ
せ
」
手
帖
―
気
に
な
る
症
状
に
は
、
こ

の
野
菜
×
こ
の
食
材
。
こ
の
法
則
が
効

く
！
届
く
！
』
出
版
社
・（
株
）
主
婦
の
友

社　

著
者
：
松
村
眞
由
子
）

【
桶
川
市
く
ら
し
の
会
】　

★
桶
川
市
く
ら
し
の
会
で
は
、
随
時
会
員

募
集
中
で
す
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

●桶川市役所・教育委員会／☎７８６－３２１１（代表）　鯖７８６－0３３６
●社会福祉協議会／☎７２８－２２２１　鯖７２８－２３１３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

◎法律相談（予約制）弁護士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの
法律全般についての相談

6日㈮・13日㈮・27日㈮
14：00～17：00
21日㈯�９：00～12：00
８月３日㈮・10日㈮・24日㈮・
31日㈮�14：00～17：00
18日㈯�９：00～12：00

市役所相談室

秘書広報課

◎司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成年
後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

12日㈭　＊次回は８月９日㈭
13：00～16：00 市役所相談室

◎行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容
証明、会社設立などの手続きの相談

２日㈪　＊次回は８月１日㈬
13：00～16：00 市役所相談室

◎税務相談（予約制）税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての
相談

25日㈬
13：00～16：00 市役所相談室

◎マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣
問題についての相談

25日㈬
10：00～12：00 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震
などの相談

21日㈯
９：00～12：00

市役所相談室301
電話でも可　☎786-3211

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情に
ついての相談

13日㈮　＊次回は８月10日㈮
10：00～12：00 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市役所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困っ
ている人の相談 随時 市役所相談室

直通☎788-4901

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困ってい
ることについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制）県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 ９日㈪�・23日㈪

10：00～16：00 市役所相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめな
どの日常生活でお困りのことの相談

10日㈫
９：00～12：00 地域福祉活動センター３階

内 職 相 談 内 職
相談員 内職に関する相談・案内 毎週水・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
勤労福祉会館
直通☎773-1121（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相談員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全
般についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

市役所３階
電話可　☎786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相談員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
直通☎777-7708 子ども未来課

こどものことばや運動面 専 門
相談員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
☎787-5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相談員

子どもの教育やしつけについての悩みご
と相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：15～16：30

桶川市教育センター
直通☎786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通☎728-2369 社会福祉協議会

７月

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。※◎の相談について、一年度に1回のみ受けられます。

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成30年
４月末

平成29年
４月末

対前年
同月比

件　　数 91件 86件 ５件

死　者　数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 103人 111人 △８人

信号は　あなたを守る　守り神

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp
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